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　ただ今ご紹介に預かりました高松丸亀町商店街振興組

合の熊と申します。本日はどうぞよろしくお願いいたし

ます。

　この度は、先日表彰式でとてつもなく大きな賞をいた

だきまして、まして今日みたいな場を持たせていただく

ことに本当に感謝しております。本日は３０分という時

間ですので今回大賞をいただきました商店街の開発とい

うことに関しまして、どういう経緯をたどったのかとい

うことを簡単にですけれどもご紹介していきたいと思い

ます。

私たちの街、丸亀町という街なんですけれども、皆

さんは丸亀市というほうがよくご存じかもしれません

が、この高松市の隣に坂出市、その横に丸亀市という所

があるんですけれども、今から約４３０年ぐらい前にそこ

のお殿様がちょうど高松市のほうにお城を移築する際に

丸亀の商人を一緒に連れて来たことか

ら由来している町になっております。

　それで早速ですが、最初どうしてこ

のようなモデルを考えるに至ったかと

いう背景としまして、やはり街がどん

どん疲弊していった原因があるんです。

その疲弊していった原因に関して少し

お話をしたいと思います。

　まず最初に、私たちの街の中央商店街

の通行量の推移のグラフがここに出て

きておりますけれども、ご覧のとおり

見事に右肩下がりのグラフになってお

ります。一番ピークだった頃が大体１

日平均して３万３，０００人の通行量がご

ざいましたから、この開発が始まる前

の調査の時と比較すると、開発が始まる前というのは大

体１万２，０００～３，０００人の通行量ということで、通行量

は半分以下に減っておりました。特にショッピングセン

ター、商店街という所は通行量イコール売上高というと

ころに直結しますから、当時２７０億円あった売上げとい

うものは実際、１万２，０００～３，０００人しか通らない時期

になりますと約１２０億円ぐらいの売上げにまで下がって

しまった状況になっております。

　どうしてこのような状況の中で、特に高松という街が

ここまで疲弊してしまったのか、そしてどうして今回の

ような新しいモデルに至ったのかといいますと、やはり

この急速な変化というものが１０年から１５年という本当

に短い期間の間で起こってしまったのです。ですから、

ほんの１０年前までは左うちわで商売がどんどんうまく

行くというような感覚であった店主たちが一気にビジョ
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となかなか出店にこぎ着けられないということもありま

すから、瀬戸大橋がない以前の段階ですと霧で船が止

まったりしてしまって、なかなか物資の安定供給という

ものができなかったのです。ところが瀬戸大橋、明石大

橋という三つの橋がかかることによってどういう現象が

起きてくるかというと、結局、その後、ゆめタウンさん

だとかイオンさんというところが進出して来ました。さ

らに中心部が非常に家賃が高騰化したこともあって、皆

さん住まわれていた方々が郊外に逃げていくという形

で、第二副都心構想という形でこのレインボーロードと

いう、今まで何もなかった場所に大きな街をつくること

になってしまいました。

　それで実際にどれぐらい郊外店が増えたかと申します

と、瀬戸大橋ができる前までは郊外店は約９万平米しか

ございませんで、これは人口１人あたりの大型店の割合

から言いますと全国で４３位という非常に恵まれた環境

だったのです。ところが現在どこまで増えたかという

と、２０万平米を超えておりまして、この数値は今、全

国１位の数字というふうになっております。さらに、こ

の度のまちづくり三法の改正に伴いましてまた３店舗

ンを失ってしまいまして、「この先どうやったらいいの

だ」、「１０年、２０年先のことを言っていられない」、「２年、

３年後のことは分からない」という状況になってしまっ

たわけです。

　次ぎに、実際に高松市という所はどういうふうな商圏

かと申しますと、これは航空写真の地図ですけれども、

ここが今回の開発があった丸亀町商店街のある位置で

す。この半径５ｋｍ圏内、香川県で言いますと、面積あ

たりに直しますと大体５％ぐらいの範囲ですが、その中

に、北部に位置する商店街です。場所的には海の近くに

ありますけれども、北側に三越さんを配しまして、南側

に５年前まではそごうさんだったのですが、その後天満

屋さんとなりまして、この二つの百貨店の間に八つの商

店街、全長２．７ｋｍの日本一長いアーケードの商店街が

ございます。

　実際、瀬戸大橋ができるまでというものは、この香川

県という所は非常に恵まれた地域でして、商売環境とい

いますと本当にこの中心市街地に固まった状況でしかあ

りませんでした。大きな理由としましては、やはり大手

さんというのは物流というものがきちっと確保されない

市松高 5 図地立舗店売小模規大圏ｍＫ
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と正社員の人口、どちらが多いほうがお財布の中が潤う

のかというと、当然正社員のほうなんです。ということ

を考えていくと、トータルの財布の中の量が減っていく

ものですから、トータル的に地元のお金が減っていって

しまう。そういったことから総額の売上げが下がってし

まうという傾向がございます。

　今までのことをもう少し簡単に具体的にまとめたもの

が背景です。では実際、その時代に高松の丸亀町商店街

というのはどういう経緯をとっていったのかと申します

と、一番最初に起こったことは地価の高騰化です。高松

駆け込みで郊外店が計画されております。南のほうに

４万５，０００平米、あと高松市ではないですけれども、先

ほど言った丸亀市、観音寺市という所にまた４万５，０００

平米の大型店が計画されておりまして、この、一人あた

りの売り場面積はだんとつ１位ということは当分変わら

ないだろうなという状況になっております。

　次に県内小売業の状況という話に移っていくのです

が、これは全国至る所で出ているグラフの一つになって

おります。どういうグラフかと申しますと、一番上のこ

の青いライン、これが売場面積のグラフです。二番目が

働く人、従業社員数、一番下の赤いラ

インが坪効率のグラフになっていま

す。それとこの青いグラフが総額の売

上高、売上額のグラフになっているの

ですが、このグラフを見て特徴的なと

ころは、ある一定の売場面積を超えて

しまうと、本来売場面積が増えていく

と売上高というのは当然右肩上がりで

増えていかなければいけないのですけ

れども、それがある売場面積を超えて

しまった瞬間に全体の売上げそのもの

がどんどん下がってしまうという傾向

が現れています。それでこのグラフは

何も香川県の高松市だけに限ったこと

ではなくて、今、全国でこの状況が現

れ始めています。

　それとあともう一つ、このグラフで

読み取れることがあります。売場面積

は増えているわけですから、そこで働

く従業者員数というのは増えて当然な

んですね。ところが実際このグラフを

見てみますと、ほとんど横ばい状態な

のです。では売場に立たれている人た

ちというのは一体どうなっているのか

と申しますと、やはり郊外店が出てく

ることによって、よく郊外店の皆様方

は「１，０００人の雇用を創出します」み

たいなことをよくおっしゃるんですけ

れども、確かに１，０００人近くの雇用は

実際に生まれております。ただ、そこ

での雇用を促進する反面、中心市街地

の中小企業というものは数多く潰れて

いるという現実があります。

　例えば一つの県の皆さんの財布を一

つの財布だと考えますと、パート人口
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した。そうした中で郊外にいろいろな町をつくっていき

ましょうということで、もともとあった町ではなく、何

も無かった所に町をつくり出したわけです。先ほど高松

の例を申しましたとおり、高松もレインボーロードとい

う所に約２，０００億円近いお金を入れまして新しい町をつ

くっていきました。

　その結果どういうことが行われてきたかというと、新

しい町をつくるということで道路であったり上下水道、

もしくは電気、そういうものに対してインフラ工事が当

然必要になってきますし、その上、バブルがはじけてし

まったことによって地価の下落が止まらなくなってしま

いました。そうすると、高松市という所を考えますと、

固定資産税等の収入が減ったにもかかわらずインフラの

維持に費用がかかるということで、なかなか地方財政と

いうものがうまくいっていない現状というものが、ここ

で生まれてしまったわけです。

　そしてもう一つ大きな問題点がここで発生しました。

それは何かといいますと、今まで商店街という所は地元

の中小企業の皆さんが支えてきたわけですけれども、こ

の度、郊外店に出てくるお店というのは香川県で言うと

県外の資本というところが非常に多いわけです。そうい

う県外資本さんがそこでご商売をやられていきますと、

当然そこで落ちたお金というのは本社機能のほうへ吸い

上げられてしまいます。例えばイオンさんですと千葉県

であったり、ゆめタウンさんだったら広島県というとこ

ろに吸い上げられてしまうわけです。そうすると今まで

地域で循環していたものは自ずと自分たちのお財布に

戻ってきていたものが、この結果、使えば使うほど県外

にお金が流れてしまうという、二つ目の問題もここの点

で生まれてしまいました。

　それで、結果としては急速な大型店の出店によりまし

て、売場面積ばかりが増えてしまい、あと肥大化してし

まう。そして、先ほども言いましたが、人口あたりの大

型店の売場面積というのは全国一位という状況になって

います。こういうふうな状況を経ましてどんどん高松だ

けでなく地方都市というのは今、傷んでいる状況なので

す。

　こういう話をしていきますと、「なるほど」と、「では

やっぱり大型店が悪いんだな」とか、あとは「何だ大型

店を認めている役所が悪いんじゃないか」という話がよ

く出てくるのですが、丸亀町でも視察の方が非常に多く

いらっしゃっていまして、地方の方々も「もう市役所が

全然動いてくれないから私たちの町はだめになってしま

うんです」ということをよくおっしゃるんです。ところ

が現実、ではそういうふうな議論で市民の方々が納得す

市の丸亀町商店街の路線価に関しましても、一番ピーク

の頃で坪あたり１，３００万円ぐらいしておりました。とこ

ろが現在、下がりに下がってどういう状況になっている

かといいますと、坪あたり１１０万円から１２０万円と、約

１１分の１まで下がっている状況です。それで、そのピー

クの坪あたり１，３００万円ぐらいあった時代にどういう状

況が起こったかと申しますと、大体その時駐車場で車１

台を借りますと１台５万５，０００円ぐらいの費用が必要に

なっておりました。ですから１家族２台の車を維持しよ

うと思いますと、駐車場代だけで１０万円以上の費用が

かかるわけです。そうしますとやはりそういう所ではな

かなか生活が営めませんから、皆さんがどんどんどんど

ん外に出ていくという現象が起こってきました。

　実際、丸亀町商店街４７０ｍの長さがありますが、そこ

の町に一番ピークの時で大体何人の方が住まわれていた

かというと大体１，０００名で、これは住民票のある数では

なくて、実際にそこで寝起きをしていた数になります。

ところが駐車場代が５万５，０００円だとかいうふうに生活

を維持するのが難しくなっていく中で、昨年Ａ街区、壱

番街ができる直前に実態調査をしたところ、実際に寝起

きされている方が７５名しかいなかったという見事なま

でのドーナツ化現象がここで起きてしまったわけです。

　人が住まなくなってしまうと次に町というのがどうい

う変遷をたどるかというと、当然人が日々必要とする日

常品というものが、そこに人が住んでいないことによっ

て要らなくなりますから、そういうテナントさん、もし

くは店というものがどんどんなくなってしまうんです。

丸亀町もそれに漏れずに八百屋さん、魚屋さん、肉屋さ

ん、日常雑貨などのお店というものが一切なくなってし

まった状況になります。

　その代わりとしてどういうふうなものが業種とし

て入ってくるかというと、その当時やはり駐車場が

５万５，０００円していたと同じように、そこでテナントを

借りようと思いますと、当然１坪あたり４万円から５万

円ぐらいの家賃が必要ですから、４０坪借りますと大体

１５０万円から２００万円ぐらいの家賃が必要になってしま

うわけです。そういう家賃を維持できるテナントさんと

いうのは洋服屋さんが多くを占めてしまうわけです。で

すので、基本的に丸亀町もその洋服屋さんのテナントが

多くを占めるようになりまして、現在も６０％ぐらいは

婦人服というところがテナントとして占めております。

　丸亀町だけでも１，０００人いた人口が９００人近く外に出

るわけですから、当然外側に町をつくっていかなけれ

ばいけないわけです。折しも高度成長期の時代ですの

で、郊外に町をつくっていくことが全国で非常に盛んで
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は商店の方々が商売ということに対してやはり努力して

こなかったことが大きな理由なんじゃないですかという

ことにやはり気がついていったのです。ですから私たち

の町の商店街でも、今までこういうふうな商店街がこう

いう状況に陥ってしまった大きな理由は、決して郊外店

だとか県、市に問題があるのではなく、まず自分たちに

問題があるのではないかということを認識しまして、で

はその中でどうやったら皆様に納得していただける町づ

くりができるのかなということを、前理事長になります

けれども、鹿
かにわ

庭理事長のところから考え始めたというの

がスタートになっていきます。

　今回、この開発において街の全体イメージをどういう

ふうにしましょうかということで１，０００回にわたる議論

を進め、街のイメージを決めていきました。丸亀町商

店街、これが全体図になるのですが（次ページ）、ここ

が４７０ｍあります。それで、この街づくりを完成させる

ために何が必要なのかなということを考えていったとき

に、まずやはり各街区、ＡからＧまで分けてありますけ

れども、各街区に必要なものを必要な場所に、そして必

要な時期に投入することが大事だろうということがまず

一つです。

　それともう一つはやはり、街が傷みだした最初の大き

な原因は人が住まなくなったことですから、もう一度こ

の街に人が住むような街づくりをしていきたい。そのた

めにはやはり住む場所、上にマンションであるとか住宅

をつくっていく必要があるなという考えの下でこの街づ

くりということを進めていきました。

　ところが、この街づくりの議論を進めていって皆さん

で総論的には「よし、やっぱりいい街をつくろう」とい

うことで大賛成なんですが、いざ街づくりを行動に移そ

うと思うといろいろな問題が

多発してしまうわけです。そう

いう問題を一個一個整理して

いきますと、必ず行き着く問

題があって、それが一体何だっ

たのですかというと、それが土

地利用の問題だったのです。

　どういうことかというと、

今までの商店街というのは大

きなショッピングセンターと

違っていまして、ここに２００人

の地権者がいらっしゃったら

２００人のそれぞれの土地の上

に、ご自身の土地にご自身の

建物を建ててご自身の商売を

るかというと、よくよく聞いてみるとほとんどの方はそ

うではないということにちょっと気がついてしまったん

ですね。

　それは何かというと、一方でこのまちづくりに対して

非常に批判が強いところがあるのです。それで一番上の

項目の部分に関しましては、昨年末、日経新聞さん等で

も連載で非常に言われていたことですけれども、今まで

の地方商店街というのは戦後６０年間、入れ替え戦なし

に非常に保護された立場にあったわけです。その保護さ

れた立場において商売を営んできておりましたから、急

激な今の県外資本が入ってくる状況についていけませ

ん。その状況について行けない状況の中でも「つぶれて

しまう、つぶれてしまう」という声が上がってしまった

ものですから、またこの度保護されることになってし

まったわけです。自由競争という中で保護されてしまっ

た結果、商店街の人たちはまたこれで安心だということ

で結局何もしないのではないかなということが、やはり

一方で言われてしまっているわけです。

　それともう一つ、では実際にそういうことを言ってい

て、まちづくりということを考えていく中で、では市民

の皆様はどういうふうに思っているのだろうということ

を香川県のほうも意識調査いたしました。今年の頭に意

識調査したのですが、アンケート結果を見てみると、６

割の方が郊外店を支持してしまっているわけです。

　結局、郊外店は駐車場がただで、町中は駐車場が有料

だから行かないのではなく、また郊外店のほうがイベン

トがたくさんあるから（町中に）行かないのでもなく、

結果として市民の方々が商店街に来ても買うものがない

というのが一番の大きな理由なのです。それイコール何

ですかというと、それは買うものがないイコール、それ

いな得りあはとこるす生再が部心中もてしを制規外郊■
でけだくかを座胡に制規外郊は街店商部心中いなら張頑→

。いなしも何はら彼

るあでけだるす害阻を）肢択選の者費消（争競由自■
。るいてれさ持支はらか者費消、は店型大外郊→

。るいてし足満が者費消の割６は店型大外郊もで査調識意民住の県→

↓
中心街活性化を阻害しているのは商店主自身である

↓
諸悪の根源が郊外大型店のみにあるのではない

↓
まず認識
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　それともう一つ、最近はもうなくなりましたけれども、

やはり時代が良かった時期には、「ああ、今日は天気が

いいな。天気がいいから僕は釣りが趣味だから今日は釣

りに行こう」ということで、朝からシャッターを閉めて

しまって、お客様がいらっしゃったのに全然店が開いて

いないという状況も生まれてしまうんです。

　ということから、いろいろな問題で、街をこれから良

くしていこうということでショッピングセンターさんに

もいろいろ勉強させていただいて、こういう街づくりを

していきたいということを考えていって、それを導入し

ようとした時にやはりその部分で地面を持たれている方

が各々の建物を建てて街づくりをしていくというのはや

はり限界があるなということに行き着いてしまいまし

た。

　それでそれらを解決するために三つのポイントという

ことで、今回のモデルのポイントを挙げることができる

と思います。

　一番最初の大きなポイントとしましては、定期借地権

を利用することによって土地の所有権と建物の利用権を

分離しましょうということがやはり大きな重要なポイン

されるというのが基本だったわけです。そうすると、あ

る瞬間どういうことが起こるかというと、とても高級な

ブティックがありまして、その横でいきなりコロッケ屋

さんが出店してしまうような状態になってしまうわけ

です。コロッケ屋さんで外でフライヤーでコロッケを

焚いていますと、隣の高級ブティックの人が「うちは

１００万、２００万する毛皮を扱っているのだから、そんな

ものを隣でやられたら困りますよ」ということを振興組

合に言ってくるわけです。すると振興組合は「それは確

かにそのとおりだね」ということで、そのコロッケ屋さ

んのところへ行きまして、「申しわけないんですけれど

も、フライヤーを店の中に引っ込めてもらえませんか」

ということをお願いするわけです。そうするとやはり振

興組合が言うものですから、その地権者としましても

まぁしょうがないなということで、最初は言うことを聞

いてくれるのですが、途中から急に「お前、うちの商売

に何に文句をつけているんだ」ということでシャッター

を閉められてしまうわけです。そういうふうなことが起

こってしまいますと、結局どちらの商店も商売上うまく

行かないという現象が起こってしまう。

街区全体のイメージ（2）
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リットが出てきます。

　次に二番目です。一番目のやり方で法定再開発

等々でやっていきますと、今回、壱番街が竣工する

までもやはり１６年ぐらいの歳月がかかったわけで

して、先ほどのように街づくりを７街区に分けてい

ますけれども、その１６年、各街区でかけていきま

すと街づくりが終了するのは１００年後ということに

なってしまいます。そんなに街の人々は待ってくれ

ませんので、ではどういうふうにしたらより速くよ

り的確に街づくりと開発というのを行っていける

のかということを次に考えていきまして、それで出

てきたのがこの二番目の活用方法です。

　これは小規模連鎖型という開発手法でして、街全

体を地区計画という法律によって網をかけまして、

その法律の下に開発を行っていくわけです。開発を

行いたいというふうに意志があるところだけが固

まってある一定の面積、法定再開発ですとかなり

大きな面積がまとまらなければいけないのですが、

ある一定の少ない面積でも結構ですから固まると

そこから開発が行えるという手法をとっています。

ですので、この手法で今年度末、今年度中に開発を

第二弾として行っていきますけれども、その中で、

極端な話を言いますと、一軒家の建て替えに関して

もやはりこの開発のスキームとして補助金等々が

いただけるというスキームになっております。

　三つ目は、最近これが非常によく注目を受けてい

ますが、タウンマネジメントということです。先ほ

どの土地の所有権と建物の利用権を分離したこと

によって、建物の所有権は振興組合であるとか、あとは

まちづくり会社のほうになっていくわけです。そうしま

すとやはりそのルールというものはまちづくり会社とい

うところで決めていくことになっております。その決め

たルールがこのタウンマネジメントというものになって

くるのですけれども、当然、営業時間、お休みの日、そ

ういうところから始まりまして、街の看板の付け方、そ

の他諸々のこと全てそのルールにのっとってやっていく

というふうになっております。この三つが丸亀再開発の

三つのポイントになってきます。

　もう少し詳しく話をしますと、土地の所有権と建物の

使用権の分離の効果に関しまして三つ挙げております。

一番大きな効果としましては、やはり先ほども言いまし

たとおり、最初の建築の中に土地の費用というものが顕

在化しませんので再開発全体の総コストとというのはか

なり圧縮できます。このテナント料が圧縮できるという

ことは一体どういうことなのかというと、建てるビルに

トの一つになってくると思います。結果、これはどうい

うことかといいますと、土地の所有権というものは今皆

さんが持たれているままでいいですよと。ただ、建物の

部分に関しましては振興組合、もしくは街づくり株式会

社で収得させてください。それを収得することによって、

その運営管理等々も含めて全て街づくり会社というとこ

ろが行っていきます。また従来の商店街というのは大体

６０坪から１００坪ぐらいの売場しか建たなかったのです

が、今回こういう、土地をそのままにして建物を分ける

という形をつくることによって、一番小さい所だと５坪

から、一番大きい所は４００坪という店舗もつくることが

できました。

　それとあともう一つ、後から詳しく言いますが、これ

をすることによって最初のイニシャルコスト、再開発を

行う時の、建物を建てる時のイニシャルコストに対して

土地の費用は顕在化しませんので、従来かかっていたコ

ストより非常に安く建物を建てることができたというメ

の発開再町亀丸 3 トンイポのつ

るけ分を用利と有所を題問地土の部心中む絡に雑複が利権）１（
。たし決解でとこ

の権用利の物建と権有所の地土るよに式方権地借期定→

離分

鎖連模規小たっあに丈の身きづ基に範規ため定がら者権地）２（
。たけづ置位を業事発開再に中の生再み並街るよに業事型

発開再型鎖連模規小→画計区地→

要必を店な要必、し営運括一が社会りくづちまを体全街店商）３（
。たし用採をムテスシるきで置配に所場な要必に期時な

トンメジネマンウタ町亀丸→

果効の離分の権用使の物建と権有所の地土

いなし化在顕に費業事が代地土●

減削のトスコ総の体全発開再→

映反に定設の料賃トンナテ→

るま集がトンナテい良→

いすやし加参が者権地りよにとこるす用採を式方借定●

成形のスクッミトンナテな的理合●
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　それともう一つ、定借方式を採用することによって、

地権者が非常にこの再開発ということに参加しやすいの

です。次にもう一つ、地権者が参加することによってど

ういうことが起こってきたかというと、地権者というの

は地面はそのままお貸ししているだけですから当然家賃

を受け取っていくわけです。ところが、極端な話をしま

すと、上のテナントが全部のいてしまうと、その地権者

には再開発をしたにもかかわらず家賃が１円も落ちてこ

ないという状態ですら起こってしまうわけです。

　今までというのは、ある企業にテナントをお貸しする

とまず最初に家賃をいただきますから、そのテナントさ

んが儲かっていようが儲かっていなかろうが全然関係な

かったのですが、今回は劣後の配当をいただきますので、

そういう意味では地権者の皆様方が街づくりということ

に非常に興味を持ちだしたというメリットも生まれてき

ています。ですので、道路が汚ければ、「あの道路はな

んで汚いのだ。俺が掃除をするから掃除道具を商店街で

買ってくれ」とか、そういうふうに街をきれいに維持し

て街を良くしていこうという、今まで街づくりに参加し

ていなかった人の参加というものも最近増えてきていま

かかった費用というのをどこで回収していくかという

と、保留床の売却というのもあるんですけれどもやはり

テナント賃料なのです。そうすると、最初建てる建物の

費用が安かったということは当然テナント賃料は低く設

定することができます。

　ですので実際、今回の丸亀町の開発において新しく開

発した所の１階家賃は坪あたり２万円ぐらいなんですけ

れども、開発をしていない所の家賃は未だに坪あたり

２万５，０００円ぐらいというふうに、新しく建ったビルの

ほうが安いという現象まで起きてしまう状況になってお

ります。

　このようにテナント賃料を非常に安く設定できていき

ますので、そうした結果、商売人というのは非常に賢い

生き物でして、「この人通りがあって、この家賃で、こ

の場所だったら、これだけの売上げが望めるな」と思い

ますと、やはり全国からここに入りたいということで申

し出というのがたくさんあるのです。その結果、地方の

再開発というのは非常にテナントリーシングに困ってい

くのですけれども、そのテナントリーシングに余り苦労

せず良いテナントを集めることが可能となりました。

ジーメイの制体トンメジネマンウタ
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するためにこの街づくりを行っているわけではないわけ

ですね。リニューアルではなくて、今後１００年、この高

松という町をどうやって維持していくのか、そしてその

市民の方々にどうやったらこの高松という町、香川県と

いう県を誇ってもらえるのかということを考えてやって

いく中で、やはり精査等々をしていただくということは

非常に重要なことだなというふうに考えております。

　そういう意味でタウンマネジメント委員会では、今日

は野口先生もいらっしゃいますけれども、そういうふう

に国のほうの第一人者と呼ばれる方々にご参加いただい

て再開発、設計及び金融、さまざまな部分、あと地元の

ほうですとやはり子育てを一生懸命にやられているＮＰ

Ｏの代表の方であるとか、当然、市や県の方々等々にも

委員会に入っていただいて、それでそういう方々に精査

をしていただきながら街づくりというのを進めていま

す。

　事実、Ａ街区（壱番街）に関しましても、私たちの思

いどおりになった部分はあまりなく、皆様方の意見をで

きるだけ色濃く採り入れたような街づくりになっており

まして、今後の開発に関しましてもやはりそういうもの

を軸として、それを土台として開発が進んで行くものと

考えております。

　最後に簡単になりましたが、私たちのまちづくり会社

の概要に関してです。自治体の出資率は大体５％に抑え

た民間主導型の第三セクターとなっております。実際、

市のほうとは役員の派遣等々をしないということで約束

を交わしておりまして、町場の人間が自分たちの街は自

分たちでつくるんだという意気込みで今、街づくりを

行っております。

　簡単になりましたけれども、このような形で

今、街づくりを進めておりまして、今後５年間

をかけてさらに進めていきたいと思います。皆

様のご協力をいただければと思っております。

ありがとうございました。

す。

三つ目、合理的なテナントミックスということで、

これも先ほど言いましたとおり、必要なものを必要な場

所に必要な大きさで入れることが可能となっておりま

す。実際、今回入ったテナントさんでも一番大きい所で

すと４００坪、一番小さい所で５坪。その５坪の方という

のは商店街でワゴンを押しながら鯛焼きを売られていた

方なんですね。そういう方も坪あたり２万円の家賃だっ

たら、５坪で１０万円で済むわけです。そうすると「１０万

円だったら、僕はこの商売は絶対うまく行くと思うのだ」

というふうにチャレンジする若い方もたくさんいらっ

しゃるわけですね。そういうふうに合理的な大きさ、ま

た場所というところをミックスできることによって、新

しい企業家の方の意欲というところも今非常に高まって

いるという状況になっております。

そういうことで今回こういう計画を基に中心市街地

活性化基本計画の軸としまして、高松市の基本的な中心

としまして採択されたという状態になっております。

　時間がもう少なくなってきましたが、簡単にそのタウ

ンマネジメントの体制のイメージに関してお話ししたい

と思います。タウンマネジメントを行うにあたって今

回、従来の商店街と違うことというのは、先ほどから何

回もお話ししているとおり建物の所有はまちづくり会社

になっていくわけです。そうしますと、従来の振興組合

の権限から比べてはるかに大きな権限で、リーシングか

ら深めまして、街の運営まで管理していくことになりま

すから、非常に大きな権限を持つようになっております。

　今回、私たちのまちづくり会社、タウンマネジメント

というものに関しましては自分たちの街をリニューアル

社会りくづちま町亀丸松高 社会りくづちま町亀丸松高

ータクセ３第型導主間民■
を率比資出の体治自 5 ータクセ３第型導主間民たげ下に％

ンジンエるす進推を化性活の体全街■

トンメジーネマンウタ

↓

るすトンメジーネマ、て立見とータンセグンピッョシのつとひを体全街店商

↓

、し得取を床留保てしとーパッロベデ

）スクッミトンナテ（すだたをり偏の種業に的理合

資投再に元地を益利■

。るすと的目をとこるす資投再に元地を益利、りな異とーパッロベデ業企

画計支収う賄で源財主自はトスコグンニンラ■

、がる得を援支の政行はトスコルャシニイ

。画計支収う賄で源財主自はトスコグンニンラ

高松丸亀町まちづくり会社




